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人権教育・啓発に関する野田市行動計画（第３次改訂版）（素案）に 

対する意見募集の結果について 

 

 

 パブリック・コメント手続によって寄せられた意見と市の考え方は、次のとおり

です。 

 

１ 政策等の題名 

    人権教育・啓発に関する野田市行動計画（第３次改訂版）（素案） 

 

２ 意見の募集期間 

令和２年１月８日（水曜日）から令和２年２月６日（木曜日）まで 

 

３ 意見の募集結果 

①提出者数・意見数       １人   ３件 

②提出方法      直接持参 ０人   ０件 

            郵送   ０人   ０件 

            ＦＡＸ  ０人   ０件 

            Ｅメール １人   ３件 

③計画等に反映した意見          １件 

 

４ 意見の概要と市の考え方 

№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

第３章 人権に関する意識の現状 

１ P9 

アンケート設問（問５）「人権

尊重が叫ばれる一方で、権利のみ

を主張して、他人の迷惑を考えな

い人が増えてきた」はどういう意

図で設定したのか。 

当ページは削除するか、設問の意

図を明確に記載すべきと考える。 

ご指摘の設問については、人権

に関する意識の現状把握や前回

との比較検討を行うために、平成

15年度より実施しているもので

す。また、内閣府の「人権擁護に

関する世論調査」と同じ設問とな

っており、他の自治体でも調査項

目にしています。 

以上のことから素案の修正は

行いません。 

 

修正無し 

第４章 計画の内容 

目標 （２）各人権課題に対する施策の推進 

２ ５ 同和問題 

P84 

「えせ同和行為が全国的に横

行しており」とあるが、何を根拠

ご指摘の「えせ同和行為が全国

的に横行しており」との記載につ

いて、関係機関に確認したとこ

修正有り 
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№ 意見の概要 市の考え方 案の修正 

に記載されたものか。 

 

ろ、近年、えせ同和行為による被

害は減少していますが、依然とし

て存在している人権課題である

ことから、次のとおり、素案を修

正いたします。 

【修正箇所】 

「えせ同和行為」が全国的に横行

しており ⇒ 

「えせ同和行為」による被害が依

然として存在しており、 

３ ８ 様々な人権課題など 

P100～ 

「性的少数者の人権」保護のた

めには教育・啓発が必要、意識を

高める努力をする、啓発活動の充

実を図る必要があるとあるが、真

に差別解消を目指すのであれば、

ＬＧＢＴなど性的少数者のカッ

プルが利用できるパートナーシ

ップ制度の導入について、「主な

取組」に盛り込んでほしい。 

市では、平成30年度に実施した

「人権に関する市民意識調査」の

結果を踏まえ、ＬＧＢＴ等の性的

少数者の人権擁護を図るため、今

後も継続して市民への理解を深

めるための啓発を推進してまい

ります。ご意見のパートナーシッ

プ制度の導入については、国、県、

他市の動向を注視しながら、調査

研究を行い、今後の検討課題とし

てまいりますので、素案の修正は

行いません。 

修正無し 

 


